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電電気気化化学学的的手手法法にによよるる塗塗膜膜劣劣化化のの定定量量的的評評価価

11..概概要要

22..装装置置仕仕様様等等

33..測測定定事事例例

自動車、船舶など輸送機器や橋梁、ビルディングなどの大型構造物の防錆、防食には、多種多様な塗
装が用いられています。これらの塗装の劣化は多くの場合、試験段階では破壊調査、共用中のものでは
目視による評価が行われています。

これに対し、電気化学計測による手法を適用することで、塗装劣化を非破壊で定量的評価が可能とな
り、また実構造物での劣化状態を促進試験結果等と対比することも可能となります。
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塗塗膜膜剥剥離離率率sととRf値値ととのの関関係係2)

・装置寸法：W165×H85×D186
・イオン透過抵抗Rfを計測
・最大測定範囲： 5GΩ

各各種種促促進進試試験験にによよるるイイオオンン透透過過抵抵抗抗（（Rf））変変化化1)

センサー外径
大型Φ116
中型Φ99
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